
、 、
、

ノ

☆
佃
子
も
画
廊
も
セ
ン
ス
が
必
要

観
光
ブ
ー
ム
で
旅
行
者
が
後
を
立
た
．

な
い
北
野
町
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
－
Ｆ

に
、
ガ
ラ
ス
張
り
に
赤
い
ド
ア
、
レ
ン

ガ
と
白
を
基
調
に
し
た
室
内
、
と
い
う

明
る
く
モ
ダ
ン
で
ハ
イ
カ
ラ
な
若
者
好

み
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ド
・
ラ
・
ペ
が
あ

る
。
帽
子
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
平
田
和
子
さ

ん
が
２
年
前
に
始
め
た
企
画
画
廊
で
、

〃
ド
・
ラ
・
ぺ
〃
は
平
田
さ
ん
の
名
前

か
ら
も
連
想
さ
れ
る
〃
平
和
〃
と
い
う

意
味
だ
そ
う
。

幅
子
と
画
廊
の
つ
な
が
り
は
、
以
前

帽
子
の
展
示
会
を
し
た
時
に
、
壁
に
帽

子
を
か
ぶ
っ
た
女
性
を
描
い
た
カ
シ
ニ

ョ
ー
ル
の
絵
を
並
べ
た
の
が
好
評
で
、

そ
れ
以
来
、
版
画
を
集
め
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
。

「
帽
子
の
デ
ザ
イ
ン
も
画
廊
も
美
的
感

覚
が
必
要
で
す
ね
。
流
行
に
追
わ
れ
ず

に
、
自
分
の
好
み
を
主
張
し
て
い
き
た

い
」
と
平
田
さ
ん
。

仕
事
上
、
よ
く
パ
リ
に
出
か
け
、
フ

ラ
ン
ス
の
画
廊
を
見
て
歩
く
が
、
日
本

人
と
は
国
民
性
の
違
い
が
は
っ
き
り
と

現
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

最
初
は
西
洋
の
版
画
ば
か
り
扱
っ
て

い
た
が
、
最
近
は
、
水
彩
や
油
絵
な
ど

も
自
分
の
気
に
入
っ
た
作
品
を
選
び
、

一
ヵ
月
に
一
回
の
割
で
企
画
展
を
開
い

て
い
る
。
好
評
だ
っ
た
の
は
、
米
倉
斎

加
年
展
、
元
永
定
正
展
、
カ
ト
ラ
ン
展

喜
多
迅
鷹
展
な
ど
。

「
絵
は
一
緒
に
暮
ら
す
も
の
だ
か
ら
目

を
肥
や
し
て
、
み
ん
な
が
絵
を
持
つ
喜

び
を
知
る
た
め
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て

ほ
し
い
」
と
平
田
さ
ん
は
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
訪
れ
た
人
に
、
気
軽
に
話
し
か
け

て
い
た
。

ぎ
ゃ
ら
り
ｌ
登
場
〈
そ
の
帽
〉

ギ
ヤ
ラ
リ
ー
ド
・
ラ
・
ぺ

平
田
和
子
さ
ん

Ⅶ

回
神
一
房
市
中
央
区
山
本
通
２
１
６
－

幅
口
Ｉ
ズ
ガ
ー
デ
ン
ー
Ｆ

壷
（
０
７
８
）
２
２
２
‐
１
５
１
８

画廊錦
●

神戸市中央区三富町１丁目
５－３０三宮センター街
念(078)331-1721-3水頃休

ギャラリーさんちか
さんちか広場

●

市民の広場としてギャラ
リーさんちかおよびさん
ちか広場をご利用ください。
★お問合せは…神戸地下街

壷（078)391-4024

ＰＡＲＴⅡモノタイプ
服部三郎軌跡展
８月２日(日)～11日脚

●

ぎゃるり－神戸
神戸市中央区八幡通４丁目
１－１２芙蓉ビル１Ｆ
ａ（0ﾌ8）251 - 8 8 8 0

8/23(日)～8/30（日）
ポスタ一展

●

ＧａＩｅｒｉｅＤｅＬａＰａｉｘ
ギャラリード･ ラ･ ペ
神戸市中央区山本通公6 - 1 5
ローズガーデン１Ｆ
壷（0 7 8 ) 2 2公1 5 1 8水暇休

７/16㈱～8/15(士）
ギャラリー空ロロ0 0 回記念

４人展
犬宜徹・知念正文
中西和夫・東浦好洋

SALON＆GALLERY(ｵ畷坂）

神戸:寺代
神戸市中央区中山手通１丁目
2 3 - 1 0 モンシヤトーコトブキ

黙)星日休ﾘﾖ;”綜認
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ｋ

illi
教固唾烏一下一馬（賃ｅ僧

（錘畳Ｋや夢皇だ）雨－の

血ト宕層釦川凶蹴任侶瓜維

》灘憧細
●

閏くい将帥烏局、４漫へ曽

閏叶の幻袷周お、Ｉ里へ曽

哩喝坐蝋黒蕊①お、Ｉ寸苗⑦

教轡唾罵望０－認（震ロ）僧

程ｌ毎１１侭ＫＨ短田剥

Ｌ国手小論Ｉ峨八や一蝋、

皿トー伽川凶蹴骨悟瓜乾

３拍○褐

ｌへ一小辛斗

哩哩側ヨ士

一画蔦為１重宙お

教轡皿寸・醐法〃拳闇亜中一鰐

留詞１－潟（震ｅｂ

禽迦却銅１㎡Ⅷ〉噸副飽ト

皿トー園燈喉凶惑骨倍に＃

●

艦撲坦

〈凹畏抑〉

壁画匿暇

勝寺１－潟（震ｅ飼

皿ト買凋債喉

。×，八、輪

梼横川淀斗司血痕ぬ

く劇母柄、旺埋醤画

●

謂崇’一小辛群

瞳画趣

妓轡番、ｇ乎尉、命ら）僧

Ｌ碗１－口貢全て噸”蝉の

皿ト、頻置膿凶蹴任侶瓜捧

●

△１口吃へ今屡へ

ｌつい辛許
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／ 、
＝＝方i具を

包
丁
式
ぽ
き
に
見
と
れ
て
呑
む

春
夏
秋
冬
、
と
藤
井
久
雄
さ
ん

栄
禰
さ
ん
と
お
馴
染
み
に
な
っ
て
一
一
一
拾

年
、
夏
は
脳
や
あ
こ
の
洗
い
で
よ
く
冷
え

た
ビ
ー
ル
を
キ
ュ
ッ
と
一
パ
イ
、
冬
と
も

な
れ
ば
「
鯛
も
あ
る
の
に
無
鉄
飽
」
の
て

つ
に
魅
せ
ら
れ
て
知
ら
ず
知
ら
ず
に
足
が

あ
の
横
丁
へ
向
く
。
て
つ
さ
、
て
つ
ち
り

で
ひ
れ
酒
、
あ
と
は
雑
炊
で
満
腹
。

内
緒
で
肝
を
…
と
い
く
ら
拝
み
倒
し
て

も
県
条
令
と
頑
固
に
守
っ
て
絶
対
に
出
さ

ん
、
そ
の
代
り
に
と
白
子
を
焼
か
せ
る
と

上
皮
が
焦
げ
て
香
ば
し
い
や
つ
を
見
事
な

皿
に
片
腹
の
せ
て
両
手
で
捧
げ
る
よ
う
に

し
て
『
先
生
で
っ
か
．
成
程
く
そ
れ
や

こ
れ
が
一
番
で
す
わ
』
と
前
へ
置
い
て
く

れ
る
。
白
子
酒
を
も
う
一
つ
と
お
代
り
す

る
と
「
先
生
、
そ
ん
な
に
精
を
つ
け
て
ど

な
い
し
や
は
り
ま
」
と
大
将
が
笑
い
出
し
た
。

（
能
楽
師
）

本
店
／
大
丸
前
三
宮
神
社
東
云
３
３
１
‐
５
７
７

２
水
剛
体
ｎ
時
半
〜
型
時

支
店
／
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街
壷
３
９
１
１
５

２
３
３
第
２
．
３
水
眺
休
皿
時
〜
塑
時

、

銃わぅ

蜘の薄造り〈ポン酢〉
渡り蟹〈三杯酢〉
つき出し

■

１

ＳＳ

『
’
一

■
季
節
料
理

i筆竺雲雪雲i筆竺雲雪雲

さ
わ
や
か
な
ポ
ン
酢
で

活
き
の
良
い
鯛
の
薄
造
り

ｉ

職

ノ

栄
禰
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ノ

／ ｊｉ烏と蝿ぅ三

打
ち
た
て
の
う
ど
ん
の
腰
の

あ
る
の
が
嬉
し
い
、
と
高
橋
孟
氏

め
し
た
き
兵
の
頃
は
、
揺
れ
る
船
内

の
烹
炊
所
で
ピ
ン
タ
が
い
つ
飛
ん
で
く

る
や
ら
気
に
し
な
が
ら
、
千
二
、
三
百

人
の
炊
事
を
す
る
の
だ
か
ら
、
料
理
も

荒
っ
ぽ
い
と
言
っ
た
ら
な
か
っ
た
。
船

の
上
で
は
、
う
ど
ん
も
乾
麺
し
か
な
く

今
か
ら
思
う
と
味
気
な
い
。
平
和
な
世

に
な
っ
た
お
蔭
で
、
手
打
ち
の
美
味
し

い
う
ど
ん
も
食
べ
ら
れ
る
。

僕
は
四
国
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
あ
こ

や
亭
さ
ん
の
腰
の
あ
る
う
ど
ん
の
味
が

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
。
聞
け
ば
、

そ
の
日
の
麺
は
必
ず
当
日
、
手
打
ち
し

て
い
る
と
い
う
。
美
味
い
の
も
道
理
だ
。

（
漫
画
家
）

布
引
店
／
ｆ
萱
雄
塚
通
７
１
１
竃
２
３
１
１
６

３
０
０
営
業
時
間
午
前
ｎ
時
〜
午
前
１
時
。
ト

ァ
ロ
ー
ド
店
／
串
典
区
中
山
手
通
３
１
１
１
略
壷

３
９
１
１
２
５
３
８
兵
庫
駅
前
店
／
兵
庫
区
羽

坂
通
Ｉ
ｉ
４
念
５
７
５
１
５
３
０
６
住
吉
店
／

東
灘
区
函
爵
町
５
１
曲
竃
４
５
３
１
３
７
３
７

ポ
ー
ト
ビ
ア
店
／
博
覧
会
場
内
缶
３
３
３
１
８
７

６
２

、

本
格
派
の
讃
岐
の
味

う
ど
ん
ち
ゃ
ん
こ

うどんちゃんこ

あ
こ
や
一
苧

血
手
打
ち
う
ど
ん
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ふ
た
り
で
プ
ロ
ン
ア
メ
リ

カ
ン
ア
・
ラ
・
鳴
門

ニ
ユ
ー
ボ
ー
ト
ホ
テ
ル

j萱Zf-州ぅ三／

■
回
転
レ
ス
ト
ラ
ン
「
鳴
門
呉
幅
Ｆ
）

、 ノ

クリームビシソワーズ
コールドコソソメ
ブロンァメリカンバターライス添え

蕊識嬢溌；
除ﾘ 併誠電: 測紬飛騨鯉薗侶篠に

齢糠蛎溌 : 鍾箪瀞；:悪てり:'執綜緬鋤堰浦分さな’７１°しン. 一ろ暖つオくずリラ転こて百大目んひ

』

抄抄
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蟻

、

雰・囲。気。の・あ・る。さ。わ。や。力勤・さ
今月のお客様 ●毎月一回､ 食べ歩きを楽しむ' 一月会」
後列左より大成l 頂三さんく㈱フミヤ商店代表取締役〉かつての神戸青年会議所の交通公害問題委員会の

中村直正さんく中村マッチ㈱代表取締役〉メンバーが毎月第一月曜に集まる。名付けて一月
松岡明さんく㈱日本ゴルフ代表取締役〉会( いちげつかい) 。食べ歩きを目的として1 0 年の

前列左より田村厚さん〈田村商会社長〉歴史｡ ｢ 1 0 年経ったか. ．…. そういえば食べ# る量も減
三輪吉郎さん〈三輪運輸工業㈱社長〉ったナー」との声。とはいうものの、最高の神戸
鷲尾隆さんくワシオ産婦人科診療室室長〉ビーフには食欲旺盛。

ポートピア' 8 1 開催期間中はP M 4 : 0 0 ～R M 1 1 : 0 ０祝日( P M 4 ：００～ＲＭ９：００) も営業致します( 日曜休）
夏季休業／８月１３日( 木j ～１６日( 日）

属
神戸市中央区下山手通2 丁目2 - 9 アマツビル1 Ｆ( 生田新道）ａ( 0 7 8 ) 3 2 1 - 2 9 5 5

ノ
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旦琶章＝両均一 ､ 紬

戸 一＝＝～ ~ ヘ
ー

蝿謹…、，

ト
モ
エ
ヤ

認 皇雲 蕊
歪

☆
病
因
三
面
。
と
』
、

☆
メ
ガ
ネ

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス

さ
ん
ブ
ラ
ザ
店
壷
３
３
１
１
７
１
３
４

ト
ア
ロ
ー
ド
店
壷
３
９
１
１
３
１
６
４

名
谷
須
磨
パ
テ
ィ
オ
店
冠
７
９
２
１
５
０
４
０

実
用
性
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
兼
ね
備
え
た

品
質
の
確
か
な
も
の
だ
け
を
お
届
け
し
ま
丈

中
央
区
御
幸
通
６
１
１
－
幅
み
ゆ
き
ビ
ル
６
０
７

壷
２
２
１
１
９
３
１
４

ス
キ
ヤ
バ
ル
、
ラ
ン
バ
ン
、
ジ
バ
ン
シ
ィ
カ
つ

ど
、
秋
物
の
新
柄
が
入
荷
。
信
用
と
技
術
を

誇
る
ア
ダ
ム
Ｇ
で
仕
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
オ
ー
ダ
ｉ
メ
イ
ド
・
紳
士
服

モ
リ
カ
ワ

ア
稗
ダ
ム
Ｇ
岡
田
巌

京
町
筋
１
Ｆ
冠
３
３
２
１
２
１
１
６

２
Ｆ
冠
３
３
１
ｌ
４
５
９
８

さ
ん
ち
か
デ
ー
ト
・
プ
チ
デ
ー
ト
・
モ
ー
ル
デ
ー
ト

ュ
ウ
デ
ー
ト
・
神
戸
デ
ー
ト
・
須
磨
デ
ー
ト

ヤ
ン
グ
は
夏
を
思
い
っ
き
り
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

ま
す
・
カ
ラ
フ
ル
な
毎
日
が
楽
し
い
の
で
す
。

ス
タ
イ
ル
パ
レ
ス
－
Ｆ
冠
３
３
１
１
４
６
８
６

世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
注
目
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
高
田
賢
三
の
ブ
ラ
ン
ド
〃
〆
両
ｚ
Ｎ
ｏ
Ｉ
』
海
？

が
並
ん
だ
、
夢
一
杯
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
す
。

京
町
デ
ー
ト
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舞肌
Ⅷ

：‐云謂騒騒

ポートピア' ８１．

光の波がきらめく街

鶴
野
円
ら

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
店
壷
３
２
１
１
０
２
０
０

Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に

本
物
志
向
の
貴
女
に
は
、
自
然
素
材
を
使
っ

た
確
か
な
縫
製
が
き
っ
と
お
気
に
入
り
で
す
。

セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ザ
３
Ｆ
壷
３
９
１
１
６
８
０
６

只
今
、
店
内
を
改
装
中
。
８
月
幻
日
よ
り
、

秋
物
を
・
堂
に
揃
え
て
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
す

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ロ
ア
に
も
ご
期
待
下
さ
い
⑥

☆
瓢
ブ
テ
ィ
ッ
ク

☆
婦
人
服
飾

リシ
ン
ワ

一
一i迄急 ザ

鴬葡璽

●
サ
ロ
ン
神
川
本
牌

脳

蝿菖譲雷一

ｉ
’

鵜号

Ｌ;

’１

☆
画
材
・
額
縁

末
積
製
額

ト
ア
ロ
ー
ド
大
丸
前
冠
３
３
１
１
１
３
０
９

合
わ
せ
て
、
絵
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

店
内
に
は
、
画
材
‐
額
縁
が
豊
富
に
揃
っ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
に

灘Ｋ
ト

ー

摩

掌テロ魁 ☆
宝
石
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
バ
ッ
グ

杏
〈
ア
ン
ズ
〉

セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ザ
－
Ｆ
盃
３
３
２
．
．
３
９
０
７

夏
の
γ
ク
・
奄
サ
リ
ー
と
し
て
、
涼
，
杉
気
な
雰

囲
気
の
象
牙
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
、
イ
牛
、
・
リ
ン
グ
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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＝一Ⅳ n 日

､ 雷

窪

：
計
」
謡
登
層
蕊
駕
雪

雲
蕊
斑
風
尭
一
》

、
利
剣
朝
望
』
Ｔ
日
■
噌
塾
・
画
■
口
才
圏
罰
酬

☆
婦
人
服
飾

元
町

、
ソ
ザ
。
サ
ロ
ン
ジ
ェ
ム
店

元
町
一
番
街
ジ
ェ
ム
念
８
９
２
１
０
１
１
７

真
夏
の
日
射
し
の
中
、
パ
ラ
ソ
ル
を
片
手
に

出
か
け
た
く
な
り
ま
す
。
素
適
な
着
こ
な
し

が
今
日
の
貴
女
を
少
し
変
え
た
よ
う
で
す
。

＃

蕊
塞
窪
毒
篭
輯
塞

笹

望 篭

Ｅ

噌隼'萱璽

☆
く
つ
甲

太
田
く
つ
甲
店

元
町
一
番
街
山
側
壷
３
３
１
１
６
１
９
５

自
然
の
優
雅
な
色
彩
と
光
沢
、
そ
し
て
美
し

い
班
様
が
く
つ
甲
の
特
色
で
す
。
酒
落
た
デ

ザ
イ
ン
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

『
図
旧
Ｕ
ｊ

〆汐
やＡ

鶴羅
…需蔓ｺﾚｰ'一番舘

元
町
一
番
街
（
元
町
時
計
店
３
Ｆ
）

念
３
９
１
１
３
１
３
８

可
愛
い
ポ
ム
ダ
ム
ー
ル
は
〃
愛
の
り
ん
ご
“

蜂
密
と
り
ん
ご
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
奏
で

る
愛
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
素
敵
で
す
。

☆
中
国
食
品
物
産

唐
記
商
行

中
央
区
元
町
１
．
１
．
４
念
３
３
１
．
．
１
１
１
４

南
京
街
の
本
場
中
国
物
産
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
。
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
益
鶏
茶
、
富
貴
茶
、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
、
中
国
木
場
の
中
華
料
理
材

料
、
美
術
工
芸
品
が
揃
い
ま
す
。
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☆
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
デ
ィ
オ
ー
ル
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
デ
ィ
オ
ー
ル

ブ
テ
ィ
ッ
ク

元
町
通
３
丁
目
パ
ル
パ
ロ
ー
レ
ー
Ｆ

壷
３
ｇ
ｌ
ｌ
Ｏ
４
６
４

パ
リ
の
エ
ス
プ
リ
が
漂
う
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
デ

ィ
ォ
ー
ル
の
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
で
、
神
戸
っ
子

の
セ
ン
ス
に
磨
き
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

中
央
区
元
町
通
３
‐
Ⅷ
‐
４

壷
３
３
１
１
１
３
１
３

ロ
ジ
ェ
ー
ァ
ル
フ
ィ
ン
直
輸
入
に
よ
る
イ

タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
ニ
ッ
ト
で
す
。

手
刺
繍
の
暖
か
み
が
素
敵
で
す
。

ボートビア' ８１

優し0 , 風景に出逢う街Ｉ

』

占起

静
占起

雲

扇i鋤,I)i‘Ｌ

☆蹴慨:hoM鋼､鯵IEwe

' 一，

偽厘１

(1，

雲

。
■
■
■
』
■
卓

■■■

ｌ
０
０
ｌ
ｈ
防
凹
回
皿
０
Ｋ
ｍ
卸
ｎ
Ｆ
ｒ
ｌ
Ｉ
■
■
■
』
■
■
毎
房
略
口
氏
ｒ
ｌ
Ｊ
瞳
「

１１
冠

1１

１

☆
オ
Ｉ
ダ
ー
メ
イ
ド
・
紳
士
服

一
一
一
恵
洋
服
店

中
央
区
元
町
４
・
‐
２
ｊ
肥
念
３
４
１
，
７
２
９
０

最
尚
の
世
ン
ス
と
心
の
こ
も
っ
た
技
術
。
英

国
の
｛
ノ
，
ル
、
シ
イ
．
‐
時
‐
、
コ
ッ
ト
ン
、
・
・
一
恵
オ

リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
タ
。
才
‘
・
ダ
；
を
ど
う
ぞ
。

蕎議､刷謬蒋準目
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潅蜜霊

ボートピア' 8 １

空も微笑む街

一
三

蝿

ｉ
Ｉ

『

識

：
’i・
鵜

☆
異
人
館
の
ユ
ー
ハ
ィ
ム

ラ
イ
ン
の
館

中
央
区
北
野
町
２
丁
目
、
Ｉ
鋼
迂
２
２
２
１
６
２
６
６

旧
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ン
邸
。
緑
の
木
．
Ⅸ
ち
梶
囲

ま
れ
た
閑
静
な
異
人
館
で
ド
ィ
ッ
ワ
ィ
ン
や

ド
イ
ツ
菓
ｆ
を
。
、
肌
１
６
剛
第
３
木
曜
休
。

☆
サ
ロ
ン
・
ド
ゥ
・
”
フ
テ
ィ
ッ
ク

ボ
ル
ポ
団
○
号
○

ト
ア
ロ
ー
ド
盃
３
３
１
．
６
１
６
３

ポ
ル
ポ
ネ
ー
ゼ
の
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
勝

着
心
地
が
最
高
で
す
。
靴
、
バ
ッ
グ
、
ベ
ル

ト
、
傘
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
楽
，
〉
め
ま
す
．

●

■
・
闇
‐

‘燃鑓
～柳…ｉ
‐‐．：神戸
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ザ属、

C

ウ

Ｆシ

教
会
の
鐘
が
鳴

1１７

霞
駕
篭

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

ハ
ー
ト
Ⅲ
は
ア
ー
ト
フ
ラ

鍛
巌

織職職鱗: 織識

エ
フ
の
石
坂
勇
寺
宴
会
予
約
の
南
定
雄

話題のひろば

畷篭謎蕊溌熱鍵鋪

八
重
、
ホ
テ
ル
の
茶
室
山
口
宗
哲
、

し
い
舞
台
と
な
っ
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
お
色
直
し
と
ウ
エ

鋤！

蕊

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
美

イ
ン
ザ
ー
山
田
冨
紗
子
さ
ん
の

写真左上下はアートフラワーとウエディング、真珠の出会いが美しい作品。中上は望月美佐さんと書と花嫁花ムコ達。
中下はアートフラワーの七人のデザイナー左より司会林、佐藤、天野、松本、前田、寺尾、ヘイズ、長浜さんたち。
右上ニューカレドニアの夜。右下フィナーレ、八代欽一司祭と共に。

☆
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
が
開
催
し
た

花
と
真
珠
の

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
大
黙
嬢
蕊
澱
羅

六
月
七
日
。

を
前
に
愛
の
誓
い
…
。

ア
フ
リ
カ
と
ト
ロ
ピ
カ
ル
風
の
新
婚
旅

夕

繍息

デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
と
出
会
い
、
ク
リ
エ

ィ
テ
ブ
な
ヘ
ッ
ド
レ
ス
と
ブ
ー
ケ
に
、

金
子
真
珠
の
パ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
と
ジ
ョ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
長
浜
律
子
、
ヘ
イ

ズ
美
恵
子
、
寺
尾
啓
子
、
前
田
美
智

子
、
松
本
志
津
子
、
天
野
剛
子
、
佐
藤

悦
枝
さ
ん
ら
が
、
中
川
衣
裳
店
の
ウ
エ

灘
衣
裳
を
紹
介
し
た
。
パ
ー
ト
Ⅱ
は
一
転

し
て
飛
行
機
で
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア

ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
″
を
主
催
し
、
２

: : 難灘識識瑠古難噛

福
田
義
文
生
田
神
社
宮
司
、
弥
生
美
容

室
の
西
村
郷
栄
、
中
川
衣
裳
店
の
中
川

華
や
か
な
シ
ョ
ー
が
く
り
広
げ
ら
れ
た

行
ル
ッ
ク
。
。

デ
ィ
ン
グ
の
数
々
を
紹
介
し
、
神
戸
聖

テ
ル
が
、
新
し
い
試
み
に
〃
ジ
ュ
ー
ン

ブ
ラ
イ
ダ
ル
に
贈
る
／
花
と
真
珠
の
ブ

る
中
を
、
厳
か
に
、
清
々
し
く
そ
し
て

さ
ん
ら
が
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
語
る
プ
ロ

ロ
ー
グ
。
パ
ー
ト
ー
は
、
花
と
書
の
出

会
い
に
ふ
さ
わ
し
い
望
月
美
佐
さ
ん
の

〃
動
の
書
″
に
古
風
な
結
婚
式
と
花
嫁

イ
ン
ト
、

ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
八
代
欽
一
主
任
司
祭
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蕊i蕊灘:i蕊蕊鍵Ｉ鏑
…

確
か
に
オ
シ
ッ
コ
の
や
り
方
で
〃
娘
（
も
ち
ろ
ん
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
）
〃
の
体
調
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
の
巨
体
の
ゾ
ゥ
で
も
、

キ
リ
ン
で
も
オ
シ
ッ
コ
が
足
元
に
か
か
る
の
を
嫌
っ
て
、
必
ず
両

足
を
心
も
ち
広
げ
て
い
る
。
猿
類
と
な
れ
ば
、
地
上
で
な
ど
決
し

て
や
ら
な
い
。
催
せ
ば
さ
っ
と
樹
上
に
よ
じ
登
り
、
高
い
所
か
ら

突
き
出
す
よ
う
に
と
ば
す
の
で
先
ず
、
我
身
を
ぬ
ら
す
よ
う
な
こ

と
は
な
い
。

そ
ん
な
に
き
れ
い
好
き
な
動
物
た
ち
が
、
夜
と
な
る
と
、
ど
う

も
違
っ
て
く
る
。
ち
ょ
っ
と
動
け
ば
い
い
の
に
と
思
う
ほ
ど
、
せ

っ
か
く
の
寝
床
の
上
に
や
っ
て
し
ま
う
。
し
か
も
仔
細
に
見
る
と

ど
う
も
自
分
の
寝
床
に
平
気
で
や
っ
て
し
ま
う
の
は
殆
ん
ど
が
メ

ス
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
稿
の
主
役
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
も

ま
た
、
オ
ス
は
決
し
て
寝
床
に
オ
シ
ッ
コ
を
や
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
こ
と
は
な
い
。
外
向
き
に
ピ
ュ
ー
ッ
と
や
る
。
一
方
メ
ス
は
、

目
を
覚
ま
し
た
そ
の
ま
ま
の
格
好
で
せ
っ
か
く
の
寝
床
に
、
す
ま

し
顔
で
や
っ
て
い
る
。

「
な
ん
と
か
こ
の
〃
尻
癖
″
治
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
ペ

ッ
ト
愛
好
家
か
ら
の
相
談
が
つ
き
な
い
が
、
そ
の
オ
シ
ッ
コ
の
や

り
方
に
こ
そ
、
彼
等
の
生
活
が
現
わ
れ
て
い
る
。
常
に
オ
ス
は
行

動
的
で
、
僅
か
な
異
変
に
も
寝
床
を
離
れ
、
守
り
の
行
動
に
出

る
。
ま
し
て
や
視
界
の
悪
い
深
夜
と
も
な
れ
ば
、
メ
ス
や
子
ザ
ル

は
、
じ
っ
と
ひ
そ
み
寝
ぐ
ら
を
明
ら
さ
ま
に
し
な
い
と
い
う
本
能

を
の
ぞ
か
せ
る
も
の
だ
。

「
な
る
ほ
ど
、
弱
い
娘
は
寝
床
を
よ
事
ワ
離
れ
ん
の
や
、
し
ょ
う
が

な
い
わ
い
」

毎
朝
メ
ス
の
寝
床
だ
け
が
、
び
し
ょ
ぬ
れ
、
取
替
え
を
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
娘
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

の
ユ
キ
ち
ゃ
ん
が
、
は
た
と
、
こ
こ
十
日
程
前
か
ら
、
あ
れ
だ
け

ぬ
ら
し
て
い
た
オ
シ
ッ
コ
を
や
ら
な
く
な
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
体
を

動
か
せ
、
寝
床
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
だ
し
た
の
で
あ
る
。

「
ユ
キ
、
お
前
も
う
近
く
な
っ
た
ん
や
な
／
」

そ
の
日
の
閉
園
後
、
同
僚
た
ち
に
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
ユ
キ
ち
ゃ

ん
の
出
産
が
近
づ
い
た
こ
と
を
伝
え
た
。
少
な
く
と
も
こ
こ
近
日

中
に
お
産
す
る
こ
と
を
詳
細
に
話
し
て
い
た
が
、
そ
の
日
か
ら
は

最
終
的
に
「
明
日
だ
」
と
い
う
予
告
を
知
る
た
め
、
〃
娘
″
の
オ

シ
ッ
コ
の
頻
度
や
回
数
と
の
に
ら
め
っ
こ
が
続
い
た
。

【
出
産
を
教
え
る
オ
シ
ッ
コ
】

常
に
お
尻
を
ぬ
ら
し
、
さ
ら
に
寝
床
に
関
心
を
示
し
、
汚
さ
な

い
。
そ
し
て
、
一
段
と
食
思
低
下
、
仰
向
け
に
寝
る
姿
に
も
落
着

き
が
な
く
、
不
安
な
行
動
を
見
せ
だ
し
た
。
そ
の
夕
、
明
朝
に
は

〃
お
産
あ
り
″
の
予
告
を
同
僚
に
告
げ
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
日
、
去
る
昭
和
五
十
六
年
六
月
七
日
、
午
前
五
時
ま
だ
う

す
暗
い
動
物
園
を
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
舎
へ
走
っ
た
。
も
し
、
予
想
が

は
ず
れ
て
い
た
ら
、
お
産
で
は
な
く
、
他
の
原
因
を
調
べ
る
必
要

が
あ
る
。
な
ど
思
い
っ
、
類
人
猿
舎
へ
。
そ
ろ
り
と
、
顔
を
の
ぞ

９
１
１
１
１

qぷ９

…
難
鍔

織霧鍵霞§ 鱗§

掴『 繍鶴蕊議

霧
鵠
蕊
騨
譲
騨
霧
瀧
騨 ;;雛

神戸ポートピア' 8 1 の年に生まれたポピアです。よろしく, 〃（1 9 8 1 . 6 . 7 生まれ）

蕊
爵

鰯

咽
自
学
目 蕊lｉ
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帯
炎
″
を
起
こ
す
危
険
が
多
分
に
あ
る
。

く
る
り
と
巻
き
つ
け
だ
し
た
の
だ
。

そ
う
し
た
こ
と
を
予
想
し
て
、
私
は
消
毒
薬
と
ハ
サ
ミ
を
持
っ

て
い
た
。
だ
が
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
よ
う
に
知
恵
者
に
そ
う
し
たえ(〕

蕊

，
食
べ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
１

§；
か
せ
、

「
や
っ
ぱ
り
そ
う
や
っ
た
」

「
ユ
キ
ち
ゃ
ん
、
頑
張
れ
。
落
着
け
。
無
茶
に
引
張
っ
た
ら
あ
か

ん
」寸

前
に
赤
ん
坊
を
娩
出
し
た
ば
か
り
。
長
い
ヘ
ソ
の
緒
を
つ
け

た
ま
ま
の
赤
ん
坊
を
胸
に
抱
き
、
さ
か
ん
に
な
め
回
し
て
い
る
最

中
だ
っ
た
。
私
の
姿
に
気
づ
い
た
ユ
キ
は
一
瞬
視
線
を
向
け
、
口

を
と
が
ら
せ
る
顔
を
し
た
。

や
は
り
、
不
安
な
の
で
あ
る
。
出
来
る
限
り
落
ち
着
か
す
た
め

私
は
室
外
に
出
て
、
窓
越
し
に
経
過
を
見
守
る
こ
と
＋
数
分
後
、

胎
盤
、
つ
ま
り
「
後
産
」
が
出
た
。
だ
が
、
ユ
キ
は
ま
だ
ヘ
ソ
の

緒
を
咳
み
切
ら
な
い
ま
ま
で
い
た
た
め
、
赤
ん
坊
と
胎
盤
が
約
八

十
セ
ン
チ
と
い
う
長
い
ヘ
ソ
の
緒
で
継
が
っ
た
ま
ま
だ
。

あ
の
ま
ま
、
引
き
ず
る
よ
う
な
格
好
で
動
き
回
っ
た
ら
、
赤
ん

坊
の
お
腹
が
危
険
き
わ
ま
り
な
い
。
冷
や
り
と
さ
せ
ら
れ
た
。
が

ユ
キ
は
理
解
し
て
い
た
。
必
ら
ず
赤
ん
坊
よ
り
少
し
小
さ
い
位
の

胎
盤
を
手
で
持
ち
、
ヘ
ソ
の
緒
が
ピ
ン
と
張
ら
な
い
よ
う
加
減
し

て
は
、
中
二
階
の
タ
ナ
の
上
を
動
き
回
る
の
だ
っ
た
。

「
ユ
キ
、
お
前
は
偉
い
奴
や
／
」

心
の
中
で
大
声
援
を
送
り
な
が
ら
、
一
喜
一
憂
の
生
後
四
時
間

め
、
え
ら
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
ど
う
思
っ
た
の
か
、
ユ
キ
は
赤

ん
坊
に
継
が
っ
て
い
る
長
い
ヘ
ソ
の
緒
を
赤
ん
坊
の
一
部
と
思
っ

て
い
る
の
か
、
咳
み
切
ろ
う
と
も
せ
ず
、
そ
れ
を
赤
ん
坊
の
足
に

閏

失
敗
し
た
か
定
か
で
な
い
が
、
と
に
か
く
、
や
っ
と
の
こ
と
、

こ
で
も
い
い
ヘ
ソ
の
緒
を
切
っ
て
や
っ
た
の
で
あ
る
。

瀞￥

綴蕊

ら
、
な
だ
め
す
か
し
な
が
ら
飲
ま
せ
た
。
そ
れ
も
ひ
と
息
に
飲
も

う
と
す
る
ユ
キ
を
じ
れ
っ
た
く
さ
せ
、
わ
ざ
と
ゆ
っ
く
り
飲
ま
せ

器蝉

霞鶏闇
比1

蕊蕊

り
に
引
っ
ぱ
っ
て
赤
ん
坊
の
腹
部
に
裂
傷
で
も
で
き
れ
ば
、
〃
順

雲

い
た
っ
て
元
気
だ
っ
た
が
、
ま
だ
ヘ
ソ
の
帯
と
胎
盤
を
引
き
ず
る

ユ
キ
に
不
安
が
消
え
な
か
っ
た
。

電欝
チンパンジーの女の子は1 8 年ぶり。母親のユキと。

ン
スど度

こ
と
だ
ろ
う
。

器
材
を
不
用
意
に
見
せ
た
ら
も
う
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

る
限
り
小
さ
い
ハ
サ
ミ
を
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
の
ば
せ
、
チ
ャ

を
み
て
切
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
を
持
っ
て
大
接
近
、
格
子
越
し
に
左
手
で
何
や

な
が
ら
、
一
方
の
右
手
に
小
さ
な
ハ
サ
ミ
を
し
の
ば
せ
た
。
何

生
後
十
二
時
間
、
も
う
す
で
に
授
乳
が
確
認
さ
れ
、
赤
ん
坊

た
が
、
ヘ
ソ
の
緒
の
処
理
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
親
が
む
り
や

き
な
い
。
何
せ
、
神
戸
で
は
過
去
七
仔
中
六
仔
が
オ
ス
。
生
ま
れ

て
も
生
ま
れ
て
も
オ
ス
だ
っ
た
。

生
後
三
日
め
、
ユ
キ
に
抱
か
れ
た
赤
ん
坊
の
オ
シ
ッ
コ
が
、
ピ

ュ
ー
ッ
と
後
ろ
に
飛
ん
だ
。

「
お
め
で
と
う
ユ
キ
ち
ゃ
ん
、
女
の
子
や
ノ
．
」

神
ち
ゃ
ん
と
同
じ
父
親
ジ
ョ
ニ
ー
の
六
度
め
の
子
、
つ
ま
り
神

ち
ゃ
ん
の
義
理
の
妹
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

折
、
あ
た
か
も
、
ポ
ー
ト
ピ
ァ
画
の
年
。
ふ
と
思
い
浮
ん
だ
の

が
、
チ
ェ
リ
ー
ち
ゃ
ん
以
来
十
八
年
ぶ
り
の
女
の
子
に
因
み
、

「
ポ
ピ
ア
ち
ゃ
ん
」
と
名
づ
け
て
や
っ
た
。
こ
の
子
も
ま
た
父
ち

私
は
思
い
き
っ
て
賭
を
や
っ
て
み
た
。

普
通
、
猿
類
で
は
分
娩
直
後
、
母
親
が
咳
み
切
り
、
胎
盤
さ

や
ん
の
夢
で
あ
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
村
を
き
っ
と
つ
く
っ
て
く
れ
る

で
き

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

1２０
１

キ
は
赤
ん
坊
の
扱
い
は
上
手
で
あ
っ

抱
き
、
隠
し
ま
わ
る
ユ
キ
に
赤
ん
坊
の
性
別
を
知
る
こ
と
が
で

ユ
キ
の
大
好
物
で
あ
る
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ビジネスに、ショッピングに

三宮で一番便利な

自走式立体モータープールです

Ｐ

・収容台数3 0 0 台
・月極駐車可
・年中無体
(８：００AM～１１：OOPM）

糞善議
神戸市役所 liii

門』０１

罵#群燕簿黙祷蓋零論
考タープール

磯上モータープール (神戸国際会館前）ＴＥＬ（0 7 8 ) 2 5 1 - 7 8 7 3
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豪華さとくつろぎと本物の味

零点蕪罵涛 . －．．－－選…‘細 ﾐ , . . , ､ 扇静伽

ハ' イセンスな神戸っ･ 鰻｣ 亀の憩いのオアシス
気, ' 1 1 A ある券l j l l 気のなかでおくつろぎください

鱗
Ⅱ契茶館

英圃屋

：姉妹店〉
喫欺館仏蘭西屋

こんにちは赤ちゃん

。C山陽』| ｴ くん／芦屋I l i 無ヶ丘町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

壷芦屋（0 7 9 7）3 1 - 1 2 3 4代表
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